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文
化
人
た
ち
の

文
学
碑
・
歌
碑

水
郷
観
光
の
足
跡

与
謝
野
晶
子
の
短
歌
碑

　

津
宮
地
区
の
利
根
川
沿
い
の
堤

防
の
上
に
、
与
謝
野
晶
子
の
短
歌

碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
与
謝
野
晶

子
は
、
日
露
戦
争
に
出し

ゅ
っ

征せ
い

し
た
弟

に
宛
て
た
長ち

ょ
う

詩し

「
君
死
に
た
ま
う

こ
と
な
か
れ
」
を
詠
ん
だ
こ
と
で

有
名
な
明
治
か
ら
昭
和
期
の
女
性

歌
人
で
す
。
短
歌
碑
の
あ
る
こ
の

辺
り
は
か
つ
て
「
津つ

の

宮み
や

鳥と
り

居い

河が

岸し

」
と
い
っ
て
、
高
瀬
舟
、
木き

下お
ろ
し

茶ち
ゃ

舟ぶ
ね

な
ど
多
く
の
船
舶
が
出
入
り

し
て
に
ぎ
わ
っ
た
河か

港こ
う

で
し
た
。

明
治
44
年
（
1
9
1
1
）、
与
謝

野
晶
子
は
こ
こ
に
泊
り
、
津
宮
鳥

居
河
岸
の
短
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

人
気
観
光
地
・
水
郷

　

江
戸
時
代
後
期
以
降
、
庶
民
の

娯
楽
や
文
化
が
盛
ん
に
な
り
、
な

か
で
も
寺
社
参さ

ん

詣け
い

を
兼
ね
た
行
楽

の
旅
が
流
行
し
ま
し
た
。
江
戸
か

ら
近
い
手
軽
な
旅
と
し
て
、
神
奈

川
県
の
江
の
島
や
大
山
阿あ

夫ふ

利り

神

社
な
ど
の
参
詣
と
並
ん
で
、
鹿
島

神
宮
、
香
取
神
宮
、
息
栖
神
社
を

巡
る
三
社
詣
と
水
郷
の
船
遊
び
が

人
気
を
集
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た

水
郷
観
光
は
、
浮
き
沈
み
は
あ
り

ま
し
た
が
、
明
治
、
大
正
、
昭
和

と
代
表
的
な
人
気
レ
ジ
ャ
ー
の
一

つ
で
し
た
。

水
郷
を
詠
ん
だ
文
化
人
た
ち

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
江
戸
・
東

京
か
ら
、
学
者
や
歌
人
な
ど
の
文

化
人
が
数
多
く
訪
れ
て
、
水
郷
を

題
材
と
し
た
作
品
を
残
し
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
で
は
、「
利
根
川

図ず

誌し

」
で
有
名
な
赤
松
宗そ

う

旦た
ん

を
は

じ
め
と
し
て
、
俳
人
と
し
て
著
名

な
松
尾
芭
蕉
や
小
林
一
茶
の
ほ
か
、

明
治
時
代
以
降
も
、
若
山
牧ぼ

く

水す
い

の
「
水
郷
め
ぐ
り
」、
北
原
白
秋

の
「
水す

い

村そ
ん

の
春
〜
十
六
島
」
を
代

表
に
、
野
口
雨う

情じ
ょ
う

、
伊
藤
左さ

千ち

夫お

、

正
岡
子
規
、
高
浜
虚き

ょ

子し

な
ど
多
彩

な
文
学
者
や
歌
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
市
内
に
は
、
こ
う
し
た
文
化

人
た
ち
の
足
跡
を
示
す
文
学
碑
や

歌
碑
が
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

伊
能
忠
敬
記
念
館
☎
(54)
1
1
1
8

▲与謝野晶子の短歌碑（津宮）

市税の納付は
口座振替が便利です
　市税の納付には、期限内
に自動引き落としとなる口
座振替が便利で確実です。
　希望者は市役所、金融機
関などへ預金通帳と届出印
を持参し、申し込みください。

■期日　3月29日㈯・30日㈰
■場所　道の駅・川の駅「水の郷さわら」
■内容
道の駅の催し物
　ガラポン大抽選会、お米すくい取り、
さつまいも品種当てクイズ、木札制作販
売、ポップコーン販売、創業祭感謝花く
じ、お雑煮など
川の駅の催し物
　太極拳ショー、モーターボート体験乗
船、ポニー引き馬乗馬体験、展示コーナー
問道の駅　水の郷さわら ☎(50)1183
川の駅　水の郷さわら ☎(52)1138

～楽しい企画が盛りだくさん～

鬼
や
ら
い
指
の
先
ま
で
声
に
し
て

 

奥
村　

利
夫
（
一
ノ
分
目
）

書
初
の
は
み
出
し
て
お
り
五
才
の
字

 

林　

貞
以
子
（
府
馬
）

新
年
の
思
い
告
げ
る
や
亡
き
夫
に

 

菅
谷　

律
子
（
小
見
川
）

店
頭
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
に
息
を
の
む

 
 

大
川　

千
代
子
（
加
藤
洲
）

水
仙
に
お
辞
儀
を
さ
れ
て
訪
ね
け
り

 

関　

幸
子
（
三
島
）

雀
ら
が
初
雪
溶
け
て
見
る
夕
日

 

清
水　

和
子
（
神
生
）

評　

鬼
や
ら
い
は
、節
分
の
夜
に
鬼
を
追
う
こ
と
。私
も
ひ
孫
と「
福
は
内
、

鬼
は
外
」
と
声
を
あ
げ
た
。
豆
を
撒
き
な
が
ら
、
ど
の
家
か
ら
も
追
わ
れ

る
鬼
が
可
哀
想
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
一
句
、
指
の
先
ま
で
声
に
は
巧
い
。

七
十
路
よ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
習
ひ
来
て
息
災
に
あ

り
新
玉
の
年 

越
川　

三
朝 

（
府
馬
）
•

好
物
の
け
ん
ち
ん
汁
を
夫
に
供
ふ
節
分
の
け
ふ
は
恵

方
巻
き
添
へ 

木
内　

幸
子 

（
八
日
市
場
）
•

霜
柱
ざ
く
ざ
く
と
踏
み
お
墓
に
ま
い
り
掃
け
ど
も
寄

ら
ぬ
落
ち
葉
に
惑
う 

斉
藤　

ミ
さ
ゑ 

（
小
川
）

大
利
根
の
河
畔
に
展
く
早
場
米
地
帯
は
や
も
畦
塗
る

耕
運
機
唸
り 

宮
崎　

弘 

（
白
井
）

白
梅
の
匂
ひ
好
み
し
盲
ひ
た
る
九
十
九
歳
の
母
よ　

在い
ま

さ
ず 

嶋
田　

武
夫 

（
下
飯
田
）
•

豆
撒
い
て
と
笑
顔
で
升
を
わ
た
す
妻　

節
分
の
今
日

ぞ
金
婚
記
念
日 

小
松
原　

忠 

（
府
馬
）

評　

金
婚
記
念
日
は
結
婚
五
十
年
目
の
お
祝
い
で
洵
に
目
出
度
い
日
で
あ
る
。
然
も
節
分
の
日

が
記
念
日
。
上
の
句
の
さ
り
げ
な
い
奥
様
の
仕
草
、
受
け
る
夫
君
の
気
負
っ
た
表
情
に
平
穏
で

満
ち
足
り
た
雰
囲
気
が
伝
わ
り
、
思
わ
ず
微
笑
み
が
浮
か
ぶ
。
更
な
る
ご
長
寿
を
祈
り
た
い
。

　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7
‐

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短
歌
」
の

係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
（
12
月
は
10
日
締
切
）

を
審
査
し
、
翌
月
号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選

者
に
よ
り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

香
取
俳
壇
香
取　

哲
郎
選

香
取
歌
壇
稲
村　

恒
次
選

•
旧
仮
名
遣
い

　

市
内
に
は
、
20
団
体
も
の
神
楽

が
存
在
し
て
い
る
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
私
も
幼
少
時
、
着
物

に
袖
を
通
し
、
わ
く
わ
く
し
な
が

ら
稚
児
舞
を
踊
り
ま
し
た
。
踊
り

の
覚
え
が
悪
か
っ
た
私
は
、
前
の

子
の
真
似
し
な
が
ら
踊
っ
て
い
た

の
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

鎮
守
の
森
に
気
迫
の
満
ち
た
演

舞
や
朗
々
と
し
た
語
り
が
響
き
渡

る
神
楽
。
多
く
の
神
楽
は
2
月
頃

か
ら
始
ま
り
、
4
月
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。
地
区
ご
と
に
神
楽
の

種
類
も
違
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
も

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

　

今
回
、
長
岡
の
神
楽
で
カ
メ
ラ

を
構
え
る
取
材
者
Ｓ
の
脇
腹
に
見

事
鯛
投
げ
の
鯛
が
命
中
！
痛
み
に

耐
え
取
材
を
続
け
、
ま
さ
に
鯛
当

た
り
取
材
！
鯛
も
当
た
り
、
き
っ

と
今
年
は
幸
運
が
訪
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。 

（
Ｊ
）
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